
　本講習会は健康スポーツ医（日本医師会認定）更新単位、健康運動指導士および健康運動実践指導者（健康体
力づくり事業財団認定）更新単位、心臓リハビリテーション指導士更新単位が認定される予定です。
　また、第55回講習会受講者は心臓リハビリテーション指導士認定講習会の第一部受講が免除され、平成30年
（第19回）に適用されます。
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インターリハ株式会社・フクダ電子株式会社

募 集 要 項

第55回

対 象

受 講 料

心臓リハビリテーション指導士・病院やスポーツ施設等の運
動療法に携わっている医師・看護師・臨床検査技師・理学療
法士・健康運動指導士・トレーナー　等

医師　18,000円、　その他　15,000円

受 講 定 員

開 催 日 時

会 場

約200名（先着順）

平成30年6月24日(日)10：00～16：40（9：30より受付開始）

申 し 込 み 要 領

申 し 込 み 期 間

問 い 合 わ せ 先

第 5 5 回 運 動 処 方 講 習 会 当 番 幹 事 　 大宮一人

講 師 陣

聖マリアンナ医科大学 大宮一人先生

榊原記念病院 伊東春樹先生 榊原記念病院 長山雅俊先生

当 番 幹 事

西宮渡辺心臓・血管センター 民田浩一先生 埼玉医科大学国際医療センター 牧田　茂先生

群馬県立心臓血管センター 安達　仁先生聖マリアンナ医科大学 大宮一人先生

東京ビッグサイト 会議棟 6F
605・606・607・608 会議室

東京都江東区有明 3-11-1
TEL 03-5530-1111

平成 30 年 5 月 31 日（木）まで、定員になり次第受付終了いたします。

株式会社コンパス

担当：高橋
E-mail：cepp@compass-tokyo.jp

以下のいずれかよりお申し込みください。
（同じリンクに飛びます）。

○ジャパンハートクラブホームページ
　http://www.npo-jhc.org/

○Peatix
　http://peatix.com/search

「イベント検索」より「運動処方講習会」を検索してお申し込みください。

※ FAX、郵送による申し込みはいたしておりません。

第55回『運動処方講習会』開催のご案内
テーマ：潜在性心不全予防のための

心臓リハビリテーションの重要性

　虚血性心疾患をはじめとする心患者に対する心臓リハビリテーション（リハビリ）が運動耐容能や生活の質、生命

予後などの改善に有効であることはすでに証明されています。なかでも2013年にupdateされた、AHAのstatement

や、2011年の二次予防ガイドラインでは、約30-60分の運動を毎日、最低限週5日以上行うことが推奨されていま

す。毎日運動するということは、実際には非常に難しいのはご承知の通りです。そのため日常生活の中でもエレベー

ターやエスカレーターを使わずに歩く、バス停一停留所程度なら歩くなどの工夫をすることも必要です。言うまでも

ないことではありますが、心臓リハビリにおいて運動処方は必要不可欠なものです。ただし、実際に運動処方を正し

く決定し、提示して指導することは現場でも難しい側面があります。本講習会では呼気ガス分析を併用した運動処方

の作成法、運動生理学的評価法について講義と実習によって知識の習得と整理が可能なように配慮しました。わが国

では、人口の超高齢化により潜在性心不全の顕在化、心不全パンデミックの到来が危惧されております。本講習会で

は心不全予防に対する心臓リハビリの重要性について招待講師の先生にお話しいただく予定です。

榊原記念クリニック 前田知子先生 榊原記念病院 田中和代先生

※心臓リハビリテーション学会、日本医師会から遅刻・早退者に対し、履修証を発行しないようにとの通達が
　ありました。
※健康・体力づくり事業財団から、受付時に「健康運動指導士証」・「健康運動実践指導者証」（顔写真付き
　カード）で、受講者本人確認をするようにとの通達がありました。忘れずにカードを持参してください。
※遅刻・早退をされた方は、各資格の更新の為の履修証の発行は致しかねますので、予めご了承ください。
※キャンセルは開催日1カ月前までに限り可能です。
　また、開催日前1カ月を過ぎた場合のご返金はいたしかねますので予めご了承ください。
　代理の方の出席は可能です（欠席者の単位発行は致しません。代理出席の方の単位発行は可能です）。
※写真撮影・ビデオ録画はご遠慮ください。　
※履修証の氏名・認定番号等に誤りがございましたら、お手数ですが事務局までご連絡ください。


